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令和５年度 静岡県立静岡北特別支援学校 研修構想図 

 

 

【学校教育目標】 「夢中」と「笑顔」で 共生社会を生きるひと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

各学部の「目指す姿」と窓口となる授業 

小学部 中学部 高等部 

分かって「やろう！」と取り組む姿 自ら働き、満足感を得る姿 働く喜びを感じる姿 

遊びの指導、生活単元学習 作業学習 作業学習 

 

〈研修主題〉 

「夢中」になって取り組み、できた喜びに「笑顔」輝く授業づくり 

授 業 づ く り 

職 員 研 修 

専門性：「児童生徒理解に基づく『夢中』と『笑顔』の授業づくり」 

令和５年度学校経営計画から 

静北版ＯＪＴ研修 

・「教師の技」の伝え合いによる専門性の共有と蓄積 

・「教え教えられること」による、教員一人一人の力量の向上 

 

・中堅研対象者を講師と

した「夏のＯＪＴ研修」 

・年次研対象者を中心と

した授業研究 

【ＯＪＴ研修】 

 所属学部を中心にメンターとメンティをペアリング、グルーピング

し、授業における教育技術の他、教材・教具の開発、児童・生徒指

導、保護者対応など、学校のあらゆる場面での「教師の技」を伝え

合い、専門性の向上を図る。 

 ２年次、６年次研対象者はメンティとなり、ペアとなるメンター教員

は対象者の授業研究における指導助言を行う。 

〈令和３年度〉 

「夢中」になれる 

展開の工夫 

児童生徒がその授業の目標

に向かうための道筋や流れ

（思考、活動）をスムーズにさ

せたり、学びを効果的にした

りする（学びを深める）ための

教師の支援 

〈令和５年度〉 

「できた喜び」を感じ、学びを広げるための 

まとめ・振り返りの工夫 
児童生徒が自分自身で「できた

喜び」やその授業の学びを実感

できるように、また、学びを深

め、次の学習や他の場面に生か

し、広げられるような「まとめや

振り返りの工夫」を行う。 

〈令和４年度〉 

「笑顔」輝くための 

導入の工夫 

児童生徒がこれまでの活動

を振り返るとともに、これから

の活動に対する見通しをも

ち、やる気や期待感を高め、

目標に向かって取り組むため

の教師の支援 

授 業 づ く り の 重 点 
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授業づくりの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P 
○児童生徒の実態、状況に合った単元設定 

○「目指す姿」に向かう単元目標・本時の目

標の設定 

○３観点での評価規準の設定 

〈キーワード〉 

根拠ある単元設定・目標設定 

育成を目指す資質・能力 

各教科等の見方、考え方 

必然性・適時性 

【根拠ある単元設定】 

【目標と評価規準の設定】 
【授業実践】 

○  
まとめ・振り返りの工夫 

 ・「導入」「展開」からつながる「まとめ・

振り返り」 

 ・児童生徒の「できた喜び」の実感 

 ・教師による共感、承認 

〈キーワード〉 

「夢中」と「笑顔」 

 教師の技 

できる状況づくり 

内容のまとまり 

個別最適な学び 

協働的な学び 

「導入の工夫」 

「展開の工夫」 

 

○本時・単元の評価 

・観点別（３観点）学習状況の評価 

・「まとめ・振り返りの工夫」は、児童生徒の

学びを深めるために有効だったか。 

〈キーワード〉 

 児童生徒の学びの見取り 

 学習のつながり、連続性 

 

○児童生徒の学びの状況を、次時・次単元、

他の学習場面へと生かす 

・課題や実態の捉え直し 

・活動内容、支援の見直し 

・学年、グループ、作業班での授業検討 

〈キーワード〉 

 生活への反映 

 教科横断的な視点 

C 【評価】 【発展・改善】 A 

【実態の把握・授業の根拠】 

 ・児童生徒の状況 ・個別の教育支援計画 ・個別の指導計画 ・学習指導要領 

 ・年間指導計画 

 

【グループの研修テーマ】 

小学部：「分かって『やろう！』と取り組む姿」を目指した授業づくり 

中学部：「自ら働き、満足感を得る姿」を目指した授業づくり 

高等部：「働く喜びを感じる姿」を目指した授業づくり 

〈研修主題〉 

「夢中」になって取り組み、できた喜びに「笑顔」輝く授業づくり 

D 
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「まとめ・振り返りの工夫」の考え方 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ・振り返り＝児童生徒が「できた喜び」を感じ、「笑顔」を輝かせる場面 

【発展・改善】 【評価】 

【根拠ある単元設定】 

【目標と評価規準の設定】 
【授業実践】 P D 

・児童生徒ができた喜びや、自分の学びを実感できる。 

・児童生徒と教師が喜びや学びを共感し合える。 

・その日の学びを深め、他の場面、次の活動に生かせる、広げられる。 

 

児童生徒が、これまでの活動

を振り返るとともに、これから

の活動に見通しをもち、やる

気や期待感を高め、目標に

向かって主体的に取り組む

ための教師の支援（令和３年

度研修から） 

 

児童生徒が、その授業の目

標に向かうための道筋や流

れ（思考、活動）をスムーズ

にさせたり、学びを効果的に

したりする（学びを深める）た

めの教師の支援（令和４年度

研修から） 

「導入の工夫」 

「展開の工夫」 

「まとめ・振り返りの工夫」 

C A 
○授業を１単位時間内の時間の流れで、単純に前半＝「導入」、中盤＝「展開」、

後半＝「まとめ」と考えるのではなく、一つのまとまりのある学習の中で、 

見通しや期待感、学習への問いを持つ場面＝「導 入」 

主活動に「夢中」になって取り組む場面＝「展 開」 

できた喜びを感じ、「笑顔」を輝かせる場面＝「まとめ・振り返り」 

というように捉え、魅力ある授業づくりをしていく。 


